
公益社団法人私立大学情報教育協会 
平成 27 年度第２回情報セキュリティ研究講習会運営委員会議事記録 

 
Ⅰ．日 時：平成 27 年 7 月 15 日(水) 18：00 から 20：00 
Ⅱ．場 所：私立大学情報教育協会 事務局会議室 
Ⅲ．参加者：太原担当理事、浜委員長、市川委員、島崎委員、服部委員、西松委員、 
      Skype：柴田委員、岡部委員、東委員、佐久間委員 
      （事務局）井端事務局長、野本（記） 
 
Ⅳ．検討事項 
 大学情報セキュリティ研究講習会の開催要項案が提示され、下記のような検討を進めて開催要

項を確定させた。 
・ 今年度の開催は、８月２５日、２６日に工学院大学を会場に開催することにした。 
・ 構成は、全体会（情報提供）、イントロダクション（コース及び総合演習の進め方）、テク

ニカルコース、マネジメントコース、総合演習を行うことにし、それぞれの担当を決定した。 
・ 全体会は、最新のサイバー攻撃の手口、インターネットバンキングへの攻撃、大学のセキ

ュリティ対策事例について３つの情報提供を行うことが確認された。 
・ イントロダクションでは、本講習会で取り扱うインシデントモデルとして、怪しいメール

が来ており問い合わせが増えている現状から外部組織による指摘があると設定するとともに、

２つのコースと総合演習の進め方について説明することにしている。 
・ テクニカルコースは、攻撃が疑われる現場でのツールによる診断演習とインシデント発生

時の初期対応をフローチャートにもとづき演習を行うことを考えている。 
・ マネジメントコースは、インシデント対応組織の構築や取り組みについて情報提供を考え

ている。また、自己点検基準についてベンチマークテストの活用を通じて経営執行部も含め

た対策の取組みを考えることにしている。 
・ 総合演習は、テクニカルコースとマネジメントコースの参加者が双方協力して、攻撃を受

けた想定で緊急措置、連絡、社会への説明などの対応を模擬演習形式で進める。また、経営

執行部を含めた対策運営組織とベンチマークテストについて検討を進めることにしている。 
・ 演習の内容や教材などについて、外部の機関や有識者に相談、助言、支援を求めることに

している。 
 

Ⅴ．次回のスケジュール 
・ 各コースの詳細については個別の打合せ会を開催することにし、８月２４日に工学院大学

で前日準備を行うことにした。 
 


